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岡山県ものづくり女性中央会
創立5周年を迎えて
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岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
創
立
5
周
年
を
迎
え
て

　岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
は
、
平
成
30
年
8
月
30
日
に
創
立
し
、
当
初
10
名
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、現
在
は
サ
ポ
ー
ト
会
員
を
含
め
21
名
の
メ
ン
バ
ー
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
女
性
経
営
塾
の
開
催
や
研
修
会
、
会
員
相
互
の
交
流
な
ど
様
々

な
事
業
を
展
開
し
、多
く
の
関
係
す
る
皆
様
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
今
年
で
5
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　国
が
進
め
る
働
き
方
改
革
の
中
心
は
、「
女
性
活
躍
」と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
の
活
動
の
原
点
は
、女
性
だ
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
を

形
成
す
る
こ
と
こ
そ
が
地
域
社
会
の
発
展
に
と
っ
て
重
要
」と
い
う
考
え
に
あ
り
ま
す
。

　5
年
前
に
、
岡
山
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る「
も
の
づ
く
り
分
野
」に
お
い
て
、
経
営
力
を

発
揮
し
て
い
る
県
内
の
女
性
経
営
者
の
集
ま
り
を
結
成
し
、働
き
方
改
革
な
ど
の
施
策
の

推
進
、
具
体
的
な
提
言
な
ど
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り
製
造
業
に
特
化
し
た

女
性
の
組
織
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
金
属
加
工
等
の

ハ
ー
ド
系
の
製
造
業
に
お
い
て
は
女
性
の
比
率
が
少
な
く
、誰
も
が
活
躍
で
き
る
会
社
を

一
社
で
も
多
く
つ
く
る
こ
と
で
次
代
を
繋
ぎ
、新
た
な
視
点
で
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

こ
と
で
地
域
社
会
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
い
と
日
々
研
鑽
し
て
い
ま
す
。

　今
年
は
5
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
、レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム（
11
／
1
）

を
岡
山
県
で
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、
参
画
さ
れ
た

皆
様
全
員
が
一
致
団
結
し
、仲
良
く
相
互
に
協
力
し
あ
え
る
女
性
中
央
会
の
メ
ン
バ
ー
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
大
会
に
向
け
各
企
業
の
皆
様
に
も
多
く

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
に
対
し
、
引
き
続
き
ま
し

て
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

藤
原 
加
奈

岡山県ものづくり女性中央会創立からの歩み主な活動（リアル・オンライン）
１．女性経営塾

２．視察

３．連携・交流

岡大DS部との交流会 ものづくり女子ホンネトーク 会員企業のウイルさんがTVで特集されたときの模様

会員企業視察 くらしき町家留学

リ
ア
ル

オ
ン
ラ
イ
ン

2018年
○創立総会(8月)&ロゴマーク設定／
　初代会長に本多美奈子就任
○ものづくり補助金成果事例発表会
○会員企業視察

2019年
○岡山県ものづくり女性中央会ホームページ開設
○災害時連携・支援協定書調印
　（相手「ものづくりなでしこ」）
○就職フェア開催（会員企業9社参加）
○視察研修（会員企業・県外企業等）

2020年
○通常総会(6月) ／２代目会長に藤原加奈就任（現会長）
○女性経営塾（4回開催）
○ものづくり女子ホンネトーク
○視察研修（会員企業・県外企業等）

2021年
○オンライン採用塾（6回開催）
○女性経営塾（2回開催）
○ものづくり女子ホンネトーク
○視察研修（会員企業・県外企業等）

主な
活動記録

2023年
○くらしき町家留学
○女性経営塾
○高知ものづくりLABOとの交流懇談会
○視察研修（会員企業・県外企業等）
○レディース中央会全国フォーラムin岡山（11月開催）
　に向けた活動

2022年
○サポーター会員制導入
○女性経営塾（3回開催）
○視察研修（会員企業・県外企業等）
○ポリテクセンター岡山との連携事業
○岡山大学DS部との交流会

概  要
【会員数】　21名（令和5年8月29日現在）
【会　長】　藤原　加奈　㈱フジワラテクノアート 代表取締役副社長
【顧　問】　山海　嘉之  筑波大学教授　CYBERDYNE㈱ 代表取締役CEO　
　　　　　宇佐川邦子  
【組　織】　2部会（災害連携部会・広報部会）

「目的」　働き方改革などの施策推進、具体的な提言、研鑽等を通じて県内ものづくり
　　　　製造業の発展に寄与する。
「具体的な活動」
　（1） 会員の経営能力の向上及び研鑽のため「女性経営塾」の開催
　（2） 全国レディース中央会の実施する研修会、研究会、交流会等への参加
　（3） 国、県、全国中小企業団体中央会等に対する提言や施策の協働
　（4） 会員同士の交流促進に関する事業　など

令和5年創立5周年
岡山県ものづくり女性中央会ビジョン
　「技術と感性、マクロとミクロ視点で、世界に貢献する新時代のものづくり経営を」
①技術と感性で、新たな価値を創造
　自社の存在意義や強みを更に高めながら、新たな価値も創造していく。
　技術のみならず感性も大事にしながら、世界に貢献する新時代のものづくり経営を皆で考え抜こう。
②マクロとミクロ視点で、新時代のものづくりのあり方を追求
　長期ビジョンを掲げながら、社員一人ひとりの働きがいや多様な働き方も追求していく。
　マクロとミクロ視点で、世界に貢献する新時代のものづくり経営を皆で考え抜こう。

ご
挨
拶

岡
山
県
も
の
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く
り
女
性
中
央
会

会
長

山海 嘉之顧問

宇佐川邦子顧問
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藤
原 

加
奈

岡山県ものづくり女性中央会創立からの歩み主な活動（リアル・オンライン）
１．女性経営塾

２．視察

３．連携・交流

岡大DS部との交流会 ものづくり女子ホンネトーク 会員企業のウイルさんがTVで特集されたときの模様

会員企業視察 くらしき町家留学

リ
ア
ル

オ
ン
ラ
イ
ン

2018年
○創立総会(8月)&ロゴマーク設定／
　初代会長に本多美奈子就任
○ものづくり補助金成果事例発表会
○会員企業視察

2019年
○岡山県ものづくり女性中央会ホームページ開設
○災害時連携・支援協定書調印
　（相手「ものづくりなでしこ」）
○就職フェア開催（会員企業9社参加）
○視察研修（会員企業・県外企業等）

2020年
○通常総会(6月) ／２代目会長に藤原加奈就任（現会長）
○女性経営塾（4回開催）
○ものづくり女子ホンネトーク
○視察研修（会員企業・県外企業等）

2021年
○オンライン採用塾（6回開催）
○女性経営塾（2回開催）
○ものづくり女子ホンネトーク
○視察研修（会員企業・県外企業等）

主な
活動記録

2023年
○くらしき町家留学
○女性経営塾
○高知ものづくりLABOとの交流懇談会
○視察研修（会員企業・県外企業等）
○レディース中央会全国フォーラムin岡山（11月開催）
　に向けた活動

2022年
○サポーター会員制導入
○女性経営塾（3回開催）
○視察研修（会員企業・県外企業等）
○ポリテクセンター岡山との連携事業
○岡山大学DS部との交流会

概  要
【会員数】　21名（令和5年8月29日現在）
【会　長】　藤原　加奈　㈱フジワラテクノアート 代表取締役副社長
【顧　問】　山海　嘉之  筑波大学教授　CYBERDYNE㈱ 代表取締役CEO　
　　　　　宇佐川邦子  
【組　織】　2部会（災害連携部会・広報部会）

「目的」　働き方改革などの施策推進、具体的な提言、研鑽等を通じて県内ものづくり
　　　　製造業の発展に寄与する。
「具体的な活動」
　（1） 会員の経営能力の向上及び研鑽のため「女性経営塾」の開催
　（2） 全国レディース中央会の実施する研修会、研究会、交流会等への参加
　（3） 国、県、全国中小企業団体中央会等に対する提言や施策の協働
　（4） 会員同士の交流促進に関する事業　など

令和5年創立5周年
岡山県ものづくり女性中央会ビジョン
　「技術と感性、マクロとミクロ視点で、世界に貢献する新時代のものづくり経営を」
①技術と感性で、新たな価値を創造
　自社の存在意義や強みを更に高めながら、新たな価値も創造していく。
　技術のみならず感性も大事にしながら、世界に貢献する新時代のものづくり経営を皆で考え抜こう。
②マクロとミクロ視点で、新時代のものづくりのあり方を追求
　長期ビジョンを掲げながら、社員一人ひとりの働きがいや多様な働き方も追求していく。
　マクロとミクロ視点で、世界に貢献する新時代のものづくり経営を皆で考え抜こう。
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令
和
６
年
４
月
か
ら
労
働
条
件
明
示

の
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ
て
無
期
転
換

ル
ー
ル
及
び
労
働
契
約
関
係
の
明
確
化

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

  

制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

●
全
て
の
労
働
者
に
対
す
る
明
示
事
項

　
〇
就
業
場
所
・
業
務
の
変
更
の
範
囲
の 

　
　明
示

　
　
全
て
の
労
働
契
約
の
締
結
と
有
期

労
働
契
約
の
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ

ご
と
に
、「
雇
い
入
れ
直
後
」の
就
業

場
所
・
業
務
の
内
容
に
加
え
、
こ
れ

ら
の「
変
更
の
範
囲
」に
つ
い
て
も

明
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
有
期
契
約
労
働
者
に
対
す
る
明
示
事

　項
等

　
〇
更
新
上
限
の
明
示

　
　
有
期
労
働
契
約
の
締
結
と
更
新
の
タ

イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
、
更
新
上
限（
有

期
労
働
契
約
の
通
算
契
約
期
間
ま
た

は
更
新
回
数
の
上
限
）の
有
無
と
内

容
の
明
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
※
更
新
上
限
を
新
設
・
短
縮
す
る
場
合

　
　
の
説
明

　
　
下
記
の
場
合
は
、
更
新
上
限
を
新
た

に
設
け
る
、
ま
た
は
短
縮
す
る
理
由

を
有
期
契
約
労
働
者
に
あ
ら
か
じ
め

（
更
新
上
限
の
新
設
・
短
縮
を
す
る

前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
）説
明
を
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
①
最
初
の
契
約
締
結
よ
り
後
に
更
新

上
限
を
新
た
に
設
け
る
場
合

　
②
最
初
の
締
結
の
際
に
設
け
て
い
た

更
新
上
限
を
短
縮
す
る
場
合

　〇
無
期
転
換
申
込
機
会
の
明
示

　
　「
無
期
転
換
申
込
権
」が
発
生
す
る

更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
、
無
期

転
換
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る

旨（
無
期
転
換
）の
明
示
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
〇
無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
の
明
示

　
　「
無
期
転
換
申
込
権
」が
発
生
す
る

更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
、
無
期

転
換
後
の
労
働
条
件
の
明
示
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
※
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は

　
　
同
一
の
使
用
者
と
の
間
で
、
有
期
労

働
契
約
が
通
算
５
年
を
超
え
る
と
き

は
、
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、
期

間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約（
無
期

労
働
契
約
）に
転
換
す
る
制
度
で
す
。

●
詳
細

　
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/

　new
page_32105.htm

l

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
労
働
局
監
督
課

　
T
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0
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‐
2
0
1
5

　
経
済
界
・
労
働
界
の
代
表
及
び
関
係
閣

僚
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る「
未
来
を
拓
く

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
推
進
会
議
」に

お
い
て
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
」の
仕
組
み
が
、
２
０
２
０
年
５
月
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
取
引
先
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

強
化
す
る
な
ど「
新
た
な
共
存
共
栄
関
係

の
構
築
」を
企
業
の
代
表
者
名
で
宣
言
す

る
も
の
で
、「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」を

目
指
し
ま
す
。

【
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
と
は
】

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
付
加
価

値
向
上
、
取
引
先
と
の
共
存
共
栄
を
目

指
す
た
め
に
、
企
業
規
模
の
大
小
に
関

わ
ら
ず
、「
発
注
者
」側
の
立
場
で
あ
る
事

業
者
が
、
自
社
の
取
引
方
針
を
宣
言
す

る
取
組
で
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
価
格
の
高
騰

な
ど
に
直
面
し
て
い
る
中
、
社
会
全
体

で「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
、
下
請
取
引
の
適
正

化
、
価
格
転
嫁
の
促
進
な
ど
を
進
め
、

「
構
造
的
賃
上
げ
」を
可
能
に
す
る
経
済

環
境
を
作
り
出
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　●
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
を

　公
表
し
て
い
る
企
業

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」の
ご
案
内

　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
登
録
企
業
を

業
種
別
、
地
域
別
で
確
認
で
き
る
ほ

か
、
各
企
業
の
宣
言
内
容
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
宣
言
を
行
う
メ
リ
ッ
ト

•「
宣
言
」が
公
式
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

掲
載
・
公
表
さ
れ
、
自
社
の
取
組
を
広

く
周
知
で
き
ま
す
。

•
宣
言
企
業
は「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」を
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

•「
宣
言
」の
取
組
を
実
践
す
る
こ
と
で

S
D
G
s
も
同
時
達
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

•
一
部
の
補
助
金
で
加
点
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
　
概
要
・
登
録
方
法
等
詳
し
く
は
左
記

の
U
R
L
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の

　登
録
方
法

　https://w
w
w
.biz-par

　tnership.jp/
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奨学金返還支援制度導入のPRで
採用活動をより効果的に

　岡山県では、県外からのI JUターン就職を促進するため、県内企業と協力して、学生時代に日本学生支
援機構の貸与型奨学金を利用された方に対する返還支援を行っています。
　奨学金返還支援制度導入企業も既に225社になり、直近の１年間で約100社が制度を導入しています。
しかしながら、導入してもなかなか採用に繋がらないという事業者の方もおられると思います。どのよう
にPRしたらいいかを昨年１月に制度を導入された倉敷市の中央建設（株）(従業員130名)の上田和枝総務
課長にお聞きしました。

昨年までは採用活動で大変苦労されていたとお聞きしましたが、制度導入後はいかがでしたか。
　「奨学金返還支援制度を導入して昨年は1名、今年は新卒、中途を含め４名が制度対象者となりました。
会社説明会やインターンシップの参加者には支援制度があって助かりますとの声をいただいています。」

具体的に採用活動で奨学金返還支援制度をどのようにPRされましたか。
　「とにかく制度を導入しているということを徹底的にPRすることだと思います。当社では会社のHP、イ
ンスタ、SNS、名刺にロゴを入れてアピールしています。合同説明会や単独説明会では必ず説明します。説
明会の資料にもロゴマークを入れてしっかりPRしています。」

採用担当者に一言アドバイスがあったらお願いします。
　「口頭でしっかり奨学金返還支援制度がある！ということを言い続けることが大切だと思います。当社
の場合は奨学金の返済義務がある社員には返済額の一部(最大１万５千円)を補助するために、毎月給与で
手当として５年間支給しますと制度の内容を的確にPRしています。」

　他にも津山市の(株)マルイでは写真のようにインターンシップ説明会等で参加者に企業ブースに着席し
てもらうために、椅子に企業名のカバーと自社の奨学金制度の概要を掛けて着席してもらって説明できる
ような仕組みを活用しておられます。
　また、制度導入後企業は必ず、求人票の手当の欄へ奨学金返還手当を記入してください。学生の２人に
１人は奨学金を借りています。奨学金返還手当を支給している会社は岡山県下に300社もありません。是
非、奨学金返還支援制度を訴求して採用に繋げてください。また、ロゴマークを積極的に会社の媒体で使っ
てください。ロゴマークを活用しているのは現在50社弱です。より多くの企業がロゴマークを活用するこ
とで奨学金返還支援制度をPRできると思います。是非ご活用ください。

●問い合わせ先　岡山県中央会　企業人材支援課　TEL：(086)224-2245

　
去
る
8
月
29
日（
火
）か
ら
30
日（
水
）

に
か
け
て
、
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性

中
央
会
の
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
高

知
も
の
づ
く
りLABO

と
の
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
高
知
も
の
づ
く
りLABO

は
、
高
知

県
内
の「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」採
択
者

の
中
で
、
約
1
0
0
社
あ
る
女
性
経
営
者

等
の
集
ま
り
を
結
成
す
る
こ
と
で
、
単
独

で
難
し
い
新
商
品
の
開
発
や
販
路
拡
大

等
を
視
野
に
入
れ
た
企
業
間
連
携
と
地

元
中
小
企
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
組
織
化
に
向
け
て

世
話
人
会
を
始
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
懇
談
会
に
は
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女

性
中
央
会
か
ら
会
員
16
名
が
参
加
。
高
知

県
側
の
世
話
人
会
8
名
と
車
座
方
式
で

懇
談
し
、
前
半
は
各
班

テ
ー
マ
設
定
に
よ
る

共
同
ワ
ー
ク
に
よ
る

意
見
の
取
り
ま
と
め

を
行
い
ま
し
た
。
後
半

は
、
今
年
8
月
に
創
立

5
周
年
を
迎
え
る
岡

山
県
も
の
づ
く
り
女

性
中
央
会
の
設
立
の

経
緯
や
現
在
の
活
動

状
況
、
運
営
す
る
上
で

の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ

い
て
活
発
に
意
見
が

高
知
も
の
づ
く
りLABO

と
の
懇
談
会
を
開
催

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、懇
談
会
後
は
、

会
場
と
な
っ
た
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア
ー

ト
の
工
場
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
高
知
も
の
づ
く
りLABO

の

メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
、
岡
山
県
も
の
づ
く

り
女
性
中
央
会
の
会
員
企
業
2
社
の
企

業
視
察
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
1
社
目
の
南
野
製
作
所
で
は
、
製
造
現

場
の
改
善
５
Ｓ
活
動
等
や
災
害
時
で
の

従
業
員
の
安
全
確
保
な
ど
の
取
組
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
2
社
目
の
田
中
製
作

所
で
は
、
事
業
承
継
や
経
営
者
と
し
て
の

決
意
に
加
え
、
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
加
工

技
術
に
よ
る
製
品
提
案
な
ど
の
説
明
が

あ
り
、
各
社
長
に
質
問
す
る
な
ど
熱
心
に

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　  （
企
業
人
材
支
援
課
　
岡
﨑
）

中央建設（株）会社説明会 （株）マルイ企業ブース

取
引
先
と
共
存
共
栄
関
係
を
築
き
ま
せ
ん
か
？

岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
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令
和
６
年
４
月
か
ら
労
働
条
件
明
示

の
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ
て
無
期
転
換

ル
ー
ル
及
び
労
働
契
約
関
係
の
明
確
化

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

  

制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

●
全
て
の
労
働
者
に
対
す
る
明
示
事
項

　
〇
就
業
場
所
・
業
務
の
変
更
の
範
囲
の 

　
　明
示

　
　
全
て
の
労
働
契
約
の
締
結
と
有
期

労
働
契
約
の
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ

ご
と
に
、「
雇
い
入
れ
直
後
」の
就
業

場
所
・
業
務
の
内
容
に
加
え
、
こ
れ

ら
の「
変
更
の
範
囲
」に
つ
い
て
も

明
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
有
期
契
約
労
働
者
に
対
す
る
明
示
事

　項
等

　
〇
更
新
上
限
の
明
示

　
　
有
期
労
働
契
約
の
締
結
と
更
新
の
タ

イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
、
更
新
上
限（
有

期
労
働
契
約
の
通
算
契
約
期
間
ま
た

は
更
新
回
数
の
上
限
）の
有
無
と
内

容
の
明
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
※
更
新
上
限
を
新
設
・
短
縮
す
る
場
合

　
　
の
説
明

　
　
下
記
の
場
合
は
、
更
新
上
限
を
新
た

に
設
け
る
、
ま
た
は
短
縮
す
る
理
由

を
有
期
契
約
労
働
者
に
あ
ら
か
じ
め

（
更
新
上
限
の
新
設
・
短
縮
を
す
る

前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
）説
明
を
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
①
最
初
の
契
約
締
結
よ
り
後
に
更
新

上
限
を
新
た
に
設
け
る
場
合

　
②
最
初
の
締
結
の
際
に
設
け
て
い
た

更
新
上
限
を
短
縮
す
る
場
合

　〇
無
期
転
換
申
込
機
会
の
明
示

　
　「
無
期
転
換
申
込
権
」が
発
生
す
る

更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
、
無
期

転
換
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る

旨（
無
期
転
換
）の
明
示
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
〇
無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
の
明
示

　
　「
無
期
転
換
申
込
権
」が
発
生
す
る

更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
、
無
期

転
換
後
の
労
働
条
件
の
明
示
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
※
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は

　
　
同
一
の
使
用
者
と
の
間
で
、
有
期
労

働
契
約
が
通
算
５
年
を
超
え
る
と
き

は
、
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、
期

間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約（
無
期

労
働
契
約
）に
転
換
す
る
制
度
で
す
。

●
詳
細

　
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/

　new
page_32105.htm
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と
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未
来
を
拓
く

パ
ー
ト
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ー
シ
ッ
プ
構
築
推
進
会
議
」に

お
い
て
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
」の
仕
組
み
が
、
２
０
２
０
年
５
月
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
取
引
先
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

強
化
す
る
な
ど「
新
た
な
共
存
共
栄
関
係

の
構
築
」を
企
業
の
代
表
者
名
で
宣
言
す

る
も
の
で
、「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」を

目
指
し
ま
す
。

【
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
と
は
】

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
付
加
価

値
向
上
、
取
引
先
と
の
共
存
共
栄
を
目

指
す
た
め
に
、
企
業
規
模
の
大
小
に
関

わ
ら
ず
、「
発
注
者
」側
の
立
場
で
あ
る
事

業
者
が
、
自
社
の
取
引
方
針
を
宣
言
す

る
取
組
で
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
価
格
の
高
騰

な
ど
に
直
面
し
て
い
る
中
、
社
会
全
体

で「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
は
、
下
請
取
引
の
適
正

化
、
価
格
転
嫁
の
促
進
な
ど
を
進
め
、

「
構
造
的
賃
上
げ
」を
可
能
に
す
る
経
済

環
境
を
作
り
出
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　●
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
を

　公
表
し
て
い
る
企
業
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パ
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ト
ナ
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ッ
プ
構
築
宣
言
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ご
案
内

　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
、
登
録
企
業
を

業
種
別
、
地
域
別
で
確
認
で
き
る
ほ

か
、
各
企
業
の
宣
言
内
容
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
宣
言
を
行
う
メ
リ
ッ
ト

•「
宣
言
」が
公
式
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に

掲
載
・
公
表
さ
れ
、
自
社
の
取
組
を
広

く
周
知
で
き
ま
す
。

•
宣
言
企
業
は「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」を
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

•「
宣
言
」の
取
組
を
実
践
す
る
こ
と
で

S
D
G
s
も
同
時
達
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

•
一
部
の
補
助
金
で
加
点
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　
　
概
要
・
登
録
方
法
等
詳
し
く
は
左
記

の
U
R
L
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の

　登
録
方
法

　https://w
w
w
.biz-par

　tnership.jp/

●
問
い
合
わ
せ
先

　
中
小
企
業
庁
　
企
画
課

　
T
E
L
：（
0
3
）3
5
0
1
‐
1
7
6
5

　
F
A
X
：（
0
3
）3
5
0
1
‐
7
7
9
1

奨学金返還支援制度導入のPRで
採用活動をより効果的に

　岡山県では、県外からのI JUターン就職を促進するため、県内企業と協力して、学生時代に日本学生支
援機構の貸与型奨学金を利用された方に対する返還支援を行っています。
　奨学金返還支援制度導入企業も既に225社になり、直近の１年間で約100社が制度を導入しています。
しかしながら、導入してもなかなか採用に繋がらないという事業者の方もおられると思います。どのよう
にPRしたらいいかを昨年１月に制度を導入された倉敷市の中央建設（株）(従業員130名)の上田和枝総務
課長にお聞きしました。

昨年までは採用活動で大変苦労されていたとお聞きしましたが、制度導入後はいかがでしたか。
　「奨学金返還支援制度を導入して昨年は1名、今年は新卒、中途を含め４名が制度対象者となりました。
会社説明会やインターンシップの参加者には支援制度があって助かりますとの声をいただいています。」

具体的に採用活動で奨学金返還支援制度をどのようにPRされましたか。
　「とにかく制度を導入しているということを徹底的にPRすることだと思います。当社では会社のHP、イ
ンスタ、SNS、名刺にロゴを入れてアピールしています。合同説明会や単独説明会では必ず説明します。説
明会の資料にもロゴマークを入れてしっかりPRしています。」

採用担当者に一言アドバイスがあったらお願いします。
　「口頭でしっかり奨学金返還支援制度がある！ということを言い続けることが大切だと思います。当社
の場合は奨学金の返済義務がある社員には返済額の一部(最大１万５千円)を補助するために、毎月給与で
手当として５年間支給しますと制度の内容を的確にPRしています。」

　他にも津山市の(株)マルイでは写真のようにインターンシップ説明会等で参加者に企業ブースに着席し
てもらうために、椅子に企業名のカバーと自社の奨学金制度の概要を掛けて着席してもらって説明できる
ような仕組みを活用しておられます。
　また、制度導入後企業は必ず、求人票の手当の欄へ奨学金返還手当を記入してください。学生の２人に
１人は奨学金を借りています。奨学金返還手当を支給している会社は岡山県下に300社もありません。是
非、奨学金返還支援制度を訴求して採用に繋げてください。また、ロゴマークを積極的に会社の媒体で使っ
てください。ロゴマークを活用しているのは現在50社弱です。より多くの企業がロゴマークを活用するこ
とで奨学金返還支援制度をPRできると思います。是非ご活用ください。

●問い合わせ先　岡山県中央会　企業人材支援課　TEL：(086)224-2245

　
去
る
8
月
29
日（
火
）か
ら
30
日（
水
）

に
か
け
て
、
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性

中
央
会
の
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
高

知
も
の
づ
く
りLABO

と
の
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
高
知
も
の
づ
く
りLABO

は
、
高
知

県
内
の「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」採
択
者

の
中
で
、
約
1
0
0
社
あ
る
女
性
経
営
者

等
の
集
ま
り
を
結
成
す
る
こ
と
で
、
単
独

で
難
し
い
新
商
品
の
開
発
や
販
路
拡
大

等
を
視
野
に
入
れ
た
企
業
間
連
携
と
地

元
中
小
企
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
組
織
化
に
向
け
て

世
話
人
会
を
始
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
懇
談
会
に
は
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女

性
中
央
会
か
ら
会
員
16
名
が
参
加
。
高
知

県
側
の
世
話
人
会
8
名
と
車
座
方
式
で

懇
談
し
、
前
半
は
各
班

テ
ー
マ
設
定
に
よ
る

共
同
ワ
ー
ク
に
よ
る

意
見
の
取
り
ま
と
め

を
行
い
ま
し
た
。
後
半

は
、
今
年
8
月
に
創
立

5
周
年
を
迎
え
る
岡

山
県
も
の
づ
く
り
女

性
中
央
会
の
設
立
の

経
緯
や
現
在
の
活
動

状
況
、
運
営
す
る
上
で

の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ

い
て
活
発
に
意
見
が

高
知
も
の
づ
く
りLABO

と
の
懇
談
会
を
開
催

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、懇
談
会
後
は
、

会
場
と
な
っ
た
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア
ー

ト
の
工
場
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
翌
日
は
、
高
知
も
の
づ
く
りLABO

の

メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
、
岡
山
県
も
の
づ
く

り
女
性
中
央
会
の
会
員
企
業
2
社
の
企

業
視
察
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
1
社
目
の
南
野
製
作
所
で
は
、
製
造
現

場
の
改
善
５
Ｓ
活
動
等
や
災
害
時
で
の

従
業
員
の
安
全
確
保
な
ど
の
取
組
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
2
社
目
の
田
中
製
作

所
で
は
、
事
業
承
継
や
経
営
者
と
し
て
の

決
意
に
加
え
、
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
加
工

技
術
に
よ
る
製
品
提
案
な
ど
の
説
明
が

あ
り
、
各
社
長
に
質
問
す
る
な
ど
熱
心
に

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　  （
企
業
人
材
支
援
課
　
岡
﨑
）

中央建設（株）会社説明会 （株）マルイ企業ブース

取
引
先
と
共
存
共
栄
関
係
を
築
き
ま
せ
ん
か
？

岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
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中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
3
年
10
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
3
年
10
月
号

　
経
済
産
業
省
で
は
、
昭
和
59
年
か
ら

毎
年
11
月
を
伝
統
的
工
芸
品
月
間
と
定

め
、
全
国
各
地
に
お
い
て
普
及
啓
発
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
伝
統
的
工
芸

品
月
間
国
民
会
議
全
国
大
会
は
、
そ
の

中
心
イ
ベ
ン
ト
で
、
令
和
5
年
度
は
初

め
て
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　KO
U
G
EI EXPO

 IN
 O
KAYAM

A

で
は
、
多
く
の
皆
様
に
工
芸
品
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
伝
統
的
工

芸
品
の
魅
力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

●
会
期
：
11
月
3
日（
金
・
祝
）〜
5
日（
日
）

　
　
　  

10
時
〜
17
時（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

●
会
場
：コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山  

中
展
示
場

●
主
催
：
経
済
産
業
省
、
伝
統
的
工
芸
品  

月
間
推
進
会
議
、
一
般
財
団
法
人

伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
、

日
本
伝
統
工
芸
士
会
、
岡
山
県

●
内
容

　•TEW
AZA LIVE

　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
磨
き
抜

か
れ
た
技
を
間
近
に
見
る
こ
と
の

で
き
る
製
作
実
演
な
ど
、
伝
統
的

工
芸
品
の
魅
力
を
ご
紹
介
。

　•CRAFT M
ARKET

　
　
　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
逸
品
を
お

買
い
求
め
い
た
だ
け
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
。
作
り
手
と
の
対
話
を
楽
し
み

な
が
ら
、
お
気
に
入
り
の
工
芸
品

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　•
日
本
伝
統
工
芸
士
会
作
品
展

　
　
　「
伝
統
工
芸
士
」の
技
が
光
る
コ

ン
ク
ー
ル
展
示
会
。
卓
越
し
た
技
と

美
意
識
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
の

数
々
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　•
岡
山
県
の
国
指
定「
伝
統
的
工
芸 

　
　品
」の
製
作
実
演
・
展
示
販
売

　
　
　
一
千
年
の
伝
統
を
誇
る「
備
前

焼
」の
展
示
販
売
・
製
作
実
演
や
、

清
々
し
く
力
強
い「
勝
山
竹
細
工
」

の
紹
介
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
•
岡
山
県
指
定「
郷
土
伝
統
的
工
芸
品
」

　
　の
製
作
体
験
・
製
作
実
演
・
展
示
販
売

　
　
　
岡
山
県
指
定「
郷
土
伝
統
的
工
芸

品
」の
８
品
目
が
出
展
。
歴
史
あ
る

地
域
の
郷
土
伝
統
的
工
芸
品
の
魅

力
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
製
作
体

験
や
製
作
実
演
、
展
示
販
売
を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
や

テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
工
芸
品
の

カ
プ
セ
ル
ト
イ「
伝
ガ
チ
ャ
」な
ど
、
多

彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
お
迎
え
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　https://kougei-expo.com
/

●
問
い
合
わ
せ
先

　
一
般
財
団
法
人

　
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会

　
T
E
L
：（
0
3
）5
7
8
5
‐
1
0
0
1

KOUGEI EXPO IN OKAYAM
A

（
第
40
回
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
岡
山
大
会
）開
催
の
ご
案
内

　
厚
生
労
働
省
は
、8
月
31
日
か
ら
、「
業

務
改
善
助
成
金
」制
度
の
拡
充
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
事
業
場
内
で
最
も
低

い
賃
金（
事
業
場
内
最
低
賃
金
）の
引
き

上
げ
を
図
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
支
援

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

  

拡
充
の
ポ
イ
ン
ト
　

●
対
象
事
業
場
の
拡
大

　
　対
象
と
な
る
事
業
場
に
つ
い
て
、

事
業
場
内
最
低
賃
金
と
地
域
別
最
低

賃
金
の
差
額
が
30
円
以
内
か
ら
50
円

以
内
の
事
業
場
に
拡
大

●
一
定
の
条
件
を
満
た
す
事
業
者
は
賃

金
引
上
げ
後
の
申
請
が
可
能
に

　
　
事
業
場
規
模
50
人
未
満
の
事
業
場

の
申
請
を
行
う
事
業
者
に
つ
い
て
、

左
記（
※
）の
期
間
に
賃
金
引
き
上
げ

を
実
施
し
た
場
合
に
賃
金
引
き
上
げ

後
の
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
賃
上
げ
対
象
期
間

　
令
和
5
年
4
月
1
日
〜
12
月
31
日

　
　
た
だ
し
、
令
和
5
年
10
月
1
日
か

ら
発
効
さ
れ
る
岡
山
県
最
低
賃
金
の

改
定
額
に
対
応
し
て
、
事
業
場
内
最

低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
場
合
、
発
効

日
の
前
日
ま
で
に
引
き
上
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
助
成
率
の
区
分
と
な
る
金
額
の
引
上
げ

　（
a
）助
成
率
9
/
10

　
　
事
業
場
内
最
低
賃
金
が
8
7
0
円

未
満
か
ら
9
0
0
円
未
満
に
拡
大

　（
b
）助
成
率
4
/
5（
9
/
10
）

　
　
事
業
場
内
最
低
賃
金
が
8
7
0
円

以
上
9
2
0
円
未
満
か
ら
9
0
0

円
以
上
9
5
0
未
満
に
拡
大

　（
c
）助
成
率
3
/
4（
4
/
5
）

　
　
事
業
場
内
最
低
賃
金
が
9
2
0
円

　
　
以
上
か
ら
9
5
0
円
以
上
に
拡
大

※（  

）内
は
生
産
性
要
件
を
満
た
し
た
事

　
業
者
の
場
合

　
　
詳
し
く
は
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
助
成
金
制
度
の
詳
細
は
こ
ち
ら

　https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

　stf/seisakunitsuite/bunya/

　koyou_roudou/roudoukijun/

　zigyonushi/shienjigyou/03.

　htm
l

●
制
度
の
問
い
合
わ
せ
先

　
業
務
改
善
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
T
E
L
：（
0
1
2
0
）3
6
6
‐
4
4
0

●
申
請
・
相
談
先

　
岡
山
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
‐
7
6
3
9

業
務
改
善
助
成
金
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

　
岡
山
県
で
は
、
特
別
高
圧
で
受
電
す
る
中
小
企
業
に

対
し
、
10
月
10
日
よ
り
電
力
使
用
量
に
応
じ
て
支
援
金

を
交
付
す
る「
岡
山
県
中
小
企
業
特
別
高
圧
電
力
価
格

高
騰
対
策
支
援
金
」第
2
期
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
第
1
期
に
引
き
続
き
、
岡
山

県
よ
り
申
請
・
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
局
を
預

か
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
支
援
金
の
支
給
に
向
け
て
運
営
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

  

支
援
制
度
の
概
要

1
．概
要

　
特
別
高
圧
電
力
で
受
電
し
て
い
る
県
内
の
中
小
企

業
に
対
し
、
令
和
5
年
7
月
分
か
ら
9
月
分
ま
で
使

用
量
に
応
じ
て
、支
援
金
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

2
．支
援
金
の
額

　
令
和
5
年
7
月
分
〜
8
月
分
：
1
k
W
h
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

3
・
5
円

　
令
和
5
年
9
月
分
：
1
k
W
h
あ
た
り
1
・
8
円

3
．申
請
期
間

　
第
2
期
：
令
和
5
年
10
月
10
日（
火
）午
前
9
時
〜
12

月
28
日（
木
）午
後
5
時
〆
切
。

※
第
1
期
分（
令
和
5
年
4
月
か
ら
6
月
）未
申
請
者

　
も
申
請
可
能
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
特
別
高
圧
電
力
価
格
高
騰
対
策
支
援
金 

　
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　https://w
w
w
.oka-tokkou.jp

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口
】

　
中
小
企
業
特
別
高
圧
電
力
価
格
高
騰
対
策
支
援
金

　
事
務
局

　
岡
山
市
北
区
本
町
6
番
1
1
7
号

　
第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
3
号
館
3
F

　
専
用
電
話
：（
0
5
7
0
）0
0
4
‐
8
8
8

　（
平
日
9
時
〜
12
時
/
13
時
〜
17
時
）

特
別
高
圧
電
力
支
援
金
申
請

第
2
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
協
同
組
合
備
前
焼
陶
友
会
で
は
、
10
月
14
日
、
15
日

に「
第
39
回
備
前
焼
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。備
前
焼

ま
つ
り
は
、
例
年
2
日
間
で
約
7
万
人
も
の
焼
物
愛
好

家
が
来
場
す
る
備
前
市
内
で
も
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
期
間
中
、
備
前
焼
ま
つ
り
出
店
者
か
ら
備
前
焼

を
購
入
す
る
と
、
5
千
円
お
買
上
げ
毎
に
抽
選
ス
ク

ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
を
1
枚
贈
呈
し
ま
す
。
備
前
焼
の
ほ

か
、備
前
市
の
特
産
物
な
ど
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。

　
今
回
新
た
に「
備
前
ま
る
ご
と
マ
ル
シ
ェ
」を
同
時

開
催
。
備
前
市
内
の
食
べ
物
・
ス
イ
ー
ツ
や
野
菜
、
雑

貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
　

　
備
前
焼
を
ご
愛
用
の
皆
様
に
お
買
い
物
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
と
同
時
に
伊
部
の
町
も
満
喫
で
き
る

お
ま
つ
り
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
10
月
14
日（
土
）、
15
日（
日
）9
時
〜
17
時

　
　
　
　（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

●
場
所
　
岡
山
県
備
前
市
伊
部
地
区

●
入
場
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

　
備
前
焼
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
T
E
L
：（
0
8
6
9
）6
4
‐
1
8
8
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
企
画
課
　
小
郷
）

　岡
山
県
自
転
車
軽

自
動
車
商
協
同
組
合

は
、
去
る
8
月
24
日

（
木
）、
岡
山
市
内
に
お

い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
対
応
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
組
合
員
約
20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

小
橋
公
認
会
計
士
総
合

事
務
所
小
橋 

仙
敬
氏

よ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
概
要
、
事
業
者
と

し
て
の
対
応
や
気
を
付
け
る
べ
き
点
、
免
税
事
業
者
か

ら
の
仕
入
れ
に
係
る
経
過
措
置
等
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聴
講
し
、
セ

ミ
ナ
ー
終
了
後
も
、
講
師
に
個
別
に
質
問
さ
れ
る
な

ど
、
10
月
1
日
よ
り
導
入
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
、
非
常
に
実
り
あ
る
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
事
業
者
間
で
正
確
な
適
用
税

率
や
消
費
税
額
等
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
ボ
イ

ス
を
発
行
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

の
登
録
申
請
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
取
引
先
と
の
調

整
や
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
の
準
備
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
当
会
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
円
滑
な
開

始
・
定
着
に
向
け
て
、
専
門
家
派
遣
や
講
習
会
の
開
催

な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　（
組
織
支
援
課
　
太
田
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
応
セ
ミ
ナ
ー
開
催

岡
山
県
自
転
車
軽
自
動
車
商
協
同
組
合

第
39
回
備
前
焼
ま
つ
り
開
催
の
ご
案
内

協
同
組
合
岡
山
県
備
前
焼
陶
友
会
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中
央
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お
か
や
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2
0
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3
年
10
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
3
年
10
月
号

　
経
済
産
業
省
で
は
、
昭
和
59
年
か
ら

毎
年
11
月
を
伝
統
的
工
芸
品
月
間
と
定

め
、
全
国
各
地
に
お
い
て
普
及
啓
発
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
伝
統
的
工
芸

品
月
間
国
民
会
議
全
国
大
会
は
、
そ
の

中
心
イ
ベ
ン
ト
で
、
令
和
5
年
度
は
初

め
て
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　KO
U
G
EI EXPO

 IN
 O
KAYAM

A

で
は
、
多
く
の
皆
様
に
工
芸
品
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
伝
統
的
工

芸
品
の
魅
力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

●
会
期
：
11
月
3
日（
金
・
祝
）〜
5
日（
日
）

　
　
　  

10
時
〜
17
時（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

●
会
場
：コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山  

中
展
示
場

●
主
催
：
経
済
産
業
省
、
伝
統
的
工
芸
品  

月
間
推
進
会
議
、
一
般
財
団
法
人

伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
、

日
本
伝
統
工
芸
士
会
、
岡
山
県

●
内
容

　•TEW
AZA LIVE

　
　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
磨
き
抜

か
れ
た
技
を
間
近
に
見
る
こ
と
の

で
き
る
製
作
実
演
な
ど
、
伝
統
的

工
芸
品
の
魅
力
を
ご
紹
介
。

　•CRAFT M
ARKET

　
　
　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
逸
品
を
お

買
い
求
め
い
た
だ
け
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
。
作
り
手
と
の
対
話
を
楽
し
み

な
が
ら
、
お
気
に
入
り
の
工
芸
品

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　•
日
本
伝
統
工
芸
士
会
作
品
展

　
　
　「
伝
統
工
芸
士
」の
技
が
光
る
コ

ン
ク
ー
ル
展
示
会
。
卓
越
し
た
技
と

美
意
識
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
の

数
々
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　•
岡
山
県
の
国
指
定「
伝
統
的
工
芸 

　
　品
」の
製
作
実
演
・
展
示
販
売

　
　
　
一
千
年
の
伝
統
を
誇
る「
備
前

焼
」の
展
示
販
売
・
製
作
実
演
や
、

清
々
し
く
力
強
い「
勝
山
竹
細
工
」

の
紹
介
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
•
岡
山
県
指
定「
郷
土
伝
統
的
工
芸
品
」

　
　の
製
作
体
験
・
製
作
実
演
・
展
示
販
売

　
　
　
岡
山
県
指
定「
郷
土
伝
統
的
工
芸

品
」の
８
品
目
が
出
展
。
歴
史
あ
る

地
域
の
郷
土
伝
統
的
工
芸
品
の
魅

力
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
製
作
体

験
や
製
作
実
演
、
展
示
販
売
を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
や

テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
工
芸
品
の

カ
プ
セ
ル
ト
イ「
伝
ガ
チ
ャ
」な
ど
、
多

彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
お
迎
え
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　https://kougei-expo.com
/

●
問
い
合
わ
せ
先

　
一
般
財
団
法
人

　
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会

　
T
E
L
：（
0
3
）5
7
8
5
‐
1
0
0
1

KOUGEI EXPO IN OKAYAM
A

（
第
40
回
伝
統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
岡
山
大
会
）開
催
の
ご
案
内

　
厚
生
労
働
省
は
、8
月
31
日
か
ら
、「
業

務
改
善
助
成
金
」制
度
の
拡
充
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
事
業
場
内
で
最
も
低

い
賃
金（
事
業
場
内
最
低
賃
金
）の
引
き

上
げ
を
図
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
支
援

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

  

拡
充
の
ポ
イ
ン
ト
　

●
対
象
事
業
場
の
拡
大

　
　対
象
と
な
る
事
業
場
に
つ
い
て
、

事
業
場
内
最
低
賃
金
と
地
域
別
最
低

賃
金
の
差
額
が
30
円
以
内
か
ら
50
円

以
内
の
事
業
場
に
拡
大

●
一
定
の
条
件
を
満
た
す
事
業
者
は
賃

金
引
上
げ
後
の
申
請
が
可
能
に

　
　
事
業
場
規
模
50
人
未
満
の
事
業
場

の
申
請
を
行
う
事
業
者
に
つ
い
て
、

左
記（
※
）の
期
間
に
賃
金
引
き
上
げ

を
実
施
し
た
場
合
に
賃
金
引
き
上
げ

後
の
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
賃
上
げ
対
象
期
間

　
令
和
5
年
4
月
1
日
〜
12
月
31
日

　
　
た
だ
し
、
令
和
5
年
10
月
1
日
か

ら
発
効
さ
れ
る
岡
山
県
最
低
賃
金
の

改
定
額
に
対
応
し
て
、
事
業
場
内
最

低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
場
合
、
発
効

日
の
前
日
ま
で
に
引
き
上
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
助
成
率
の
区
分
と
な
る
金
額
の
引
上
げ

　（
a
）助
成
率
9
/
10

　
　
事
業
場
内
最
低
賃
金
が
8
7
0
円

未
満
か
ら
9
0
0
円
未
満
に
拡
大

　（
b
）助
成
率
4
/
5（
9
/
10
）

　
　
事
業
場
内
最
低
賃
金
が
8
7
0
円

以
上
9
2
0
円
未
満
か
ら
9
0
0

円
以
上
9
5
0
未
満
に
拡
大

　（
c
）助
成
率
3
/
4（
4
/
5
）

　
　
事
業
場
内
最
低
賃
金
が
9
2
0
円

　
　
以
上
か
ら
9
5
0
円
以
上
に
拡
大

※（  

）内
は
生
産
性
要
件
を
満
た
し
た
事

　
業
者
の
場
合

　
　
詳
し
く
は
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
助
成
金
制
度
の
詳
細
は
こ
ち
ら

　https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

　stf/seisakunitsuite/bunya/

　koyou_roudou/roudoukijun/

　zigyonushi/shienjigyou/03.

　htm
l

●
制
度
の
問
い
合
わ
せ
先

　
業
務
改
善
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
T
E
L
：（
0
1
2
0
）3
6
6
‐
4
4
0

●
申
請
・
相
談
先

　
岡
山
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
‐
7
6
3
9

業
務
改
善
助
成
金
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

　
岡
山
県
で
は
、
特
別
高
圧
で
受
電
す
る
中
小
企
業
に

対
し
、
10
月
10
日
よ
り
電
力
使
用
量
に
応
じ
て
支
援
金

を
交
付
す
る「
岡
山
県
中
小
企
業
特
別
高
圧
電
力
価
格

高
騰
対
策
支
援
金
」第
2
期
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
第
1
期
に
引
き
続
き
、
岡
山

県
よ
り
申
請
・
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
事
務
局
を
預

か
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
支
援
金
の
支
給
に
向
け
て
運
営
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

  

支
援
制
度
の
概
要

1
．概
要

　
特
別
高
圧
電
力
で
受
電
し
て
い
る
県
内
の
中
小
企

業
に
対
し
、
令
和
5
年
7
月
分
か
ら
9
月
分
ま
で
使

用
量
に
応
じ
て
、支
援
金
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

2
．支
援
金
の
額

　
令
和
5
年
7
月
分
〜
8
月
分
：
1
k
W
h
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

3
・
5
円

　
令
和
5
年
9
月
分
：
1
k
W
h
あ
た
り
1
・
8
円

3
．申
請
期
間

　
第
2
期
：
令
和
5
年
10
月
10
日（
火
）午
前
9
時
〜
12

月
28
日（
木
）午
後
5
時
〆
切
。

※
第
1
期
分（
令
和
5
年
4
月
か
ら
6
月
）未
申
請
者

　
も
申
請
可
能
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
特
別
高
圧
電
力
価
格
高
騰
対
策
支
援
金 

　
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　https://w
w
w
.oka-tokkou.jp

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
窓
口
】

　
中
小
企
業
特
別
高
圧
電
力
価
格
高
騰
対
策
支
援
金

　
事
務
局

　
岡
山
市
北
区
本
町
6
番
1
1
7
号

　
第
一
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
3
号
館
3
F

　
専
用
電
話
：（
0
5
7
0
）0
0
4
‐
8
8
8

　（
平
日
9
時
〜
12
時
/
13
時
〜
17
時
）

特
別
高
圧
電
力
支
援
金
申
請

第
2
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
協
同
組
合
備
前
焼
陶
友
会
で
は
、
10
月
14
日
、
15
日

に「
第
39
回
備
前
焼
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。備
前
焼

ま
つ
り
は
、
例
年
2
日
間
で
約
7
万
人
も
の
焼
物
愛
好

家
が
来
場
す
る
備
前
市
内
で
も
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
期
間
中
、
備
前
焼
ま
つ
り
出
店
者
か
ら
備
前
焼

を
購
入
す
る
と
、
5
千
円
お
買
上
げ
毎
に
抽
選
ス
ク

ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
を
1
枚
贈
呈
し
ま
す
。
備
前
焼
の
ほ

か
、備
前
市
の
特
産
物
な
ど
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。

　
今
回
新
た
に「
備
前
ま
る
ご
と
マ
ル
シ
ェ
」を
同
時

開
催
。
備
前
市
内
の
食
べ
物
・
ス
イ
ー
ツ
や
野
菜
、
雑

貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
　

　
備
前
焼
を
ご
愛
用
の
皆
様
に
お
買
い
物
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
と
同
時
に
伊
部
の
町
も
満
喫
で
き
る

お
ま
つ
り
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

●
日
時
　
10
月
14
日（
土
）、
15
日（
日
）9
時
〜
17
時

　
　
　
　（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

●
場
所
　
岡
山
県
備
前
市
伊
部
地
区

●
入
場
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

　
備
前
焼
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
T
E
L
：（
0
8
6
9
）6
4
‐
1
8
8
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
企
画
課
　
小
郷
）

　岡
山
県
自
転
車
軽

自
動
車
商
協
同
組
合

は
、
去
る
8
月
24
日

（
木
）、
岡
山
市
内
に
お

い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
対
応
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
組
合
員
約
20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

小
橋
公
認
会
計
士
総
合

事
務
所
小
橋 

仙
敬
氏

よ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
概
要
、
事
業
者
と

し
て
の
対
応
や
気
を
付
け
る
べ
き
点
、
免
税
事
業
者
か

ら
の
仕
入
れ
に
係
る
経
過
措
置
等
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聴
講
し
、
セ

ミ
ナ
ー
終
了
後
も
、
講
師
に
個
別
に
質
問
さ
れ
る
な

ど
、
10
月
1
日
よ
り
導
入
さ
れ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
、
非
常
に
実
り
あ
る
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
事
業
者
間
で
正
確
な
適
用
税

率
や
消
費
税
額
等
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
ボ
イ

ス
を
発
行
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

の
登
録
申
請
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
取
引
先
と
の
調

整
や
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
の
準
備
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
当
会
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
円
滑
な
開

始
・
定
着
に
向
け
て
、
専
門
家
派
遣
や
講
習
会
の
開
催

な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　（
組
織
支
援
課
　
太
田
）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
応
セ
ミ
ナ
ー
開
催

岡
山
県
自
転
車
軽
自
動
車
商
協
同
組
合

第
39
回
備
前
焼
ま
つ
り
開
催
の
ご
案
内

協
同
組
合
岡
山
県
備
前
焼
陶
友
会
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協
同
組
合
連
合
会
岡
山
市
表
町
商
店
街

連
盟（
以
下
、
表
町
商
店
街
）の
、「
第
19
回

ま
ち
ゼ
ミ
表
町
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
ち
ゼ
ミ
は
、
各
商
店
主
や
店
員
が
講

師
と
な
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ミ
ニ

講
座
を
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
第
19

回
目
と
な
る
今
回
の
開
催
で
は
、「
つ
く

る
・
ま
な
ぶ
・
グ
ル
メ
・
美
容
・
健
康
」の

各
ジ
ャ
ン
ル
か
ら「
自
力
整
体
で『
ゆ
る

め
る
カ
ラ
ダ
』に
！
」や「
王
道
品
種（
ワ

イ
ン
）を
飲
み
比
べ
。
お
気
に
入
り
を
見

つ
け
よ
う
！
」、「
指
で
描
く
季
節
の
パ
ス

テ
ル
ア
ー
ト
教
室
」等
々
、
全
71
種
類
の

多
彩
な
講
座
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
店
主
・
店
員
の
人
柄
や
店
の
雰
囲
気
を

感
じ
て
も
ら
い
、
お
店
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
た
め
、
受
講
料
は
無
料（
一

部
、
材
料
費
が
必
要
な
講
座
あ
り
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
気
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
企
画
も
引

き
続
き
実
施
。
ま
ち
ゼ
ミ
表
町
の
講
座

を
体
験
し
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
方
を

対
象
に
、
ま
ち
ゼ
ミ
参
加
店
提
供
の
景

品
が
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
各
講
座
の
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
表

町
商
店
街
の
H
P
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
間

　
10
月
21
日（
土
）〜
11
月
26
日（
日
）

●
開
催
場
所

　
表
町
商
店
街
の
各
店
舗

●
講
座
時
間

　
60
分
〜
90
分

●
受
講
料

　
無
料（
一
部
、材
料
費
が
必
要
な
講
座
あ
り
）

●
講
座
数
　　

　
全
71
講
座（
31
店
舗
）

●
そ
の
他
詳
細

　
表
町
商
店
街
H
P
に
掲
載
予
定
で
す
。

　http://om
otecho.or.jp/

　
　
　
　
　

「
第
19
回
ま
ち
ゼ
ミ
表
町
」の
ご
案
内

　
8
月
29
日
、
協
同
組
合
ポ
ル
カ
と
株

式
会
社
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
は
、
高
梁
市

と
災
害
時
に
お
け
る
駐
車
場
の
一
時
利

用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
高
梁
市
役
所
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に

は
、
高
梁
市
内
に
あ
る「
ポ
ル
カ
天
満
屋

ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン
」と「
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
高

梁
店
」の
代
表
者
な
ど
が
出
席
し
、
近
藤

高
梁
市
長
と
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
二
つ
の
施
設
は
、
併
せ
て
お
よ
そ
２

７
０
台
程
度
の
車
を
収
容
で
き
る
屋
上

駐
車
場
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
協
定
で
は
、
浸
水
な
ど
の
災
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
な
ど
に
、

市
の
要
請
を
受
け
、
施
設
側
が
屋
上
駐

車
場
を
地
域
住
民
な
ど
が
車
で
一
時
的

に
避
難
す
る
場
所
と
し
て
開
放
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　
ポ
ル
カ
天
満
屋
ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン
周
辺

で
は
、
５
年
前
の
西
日
本
豪
雨
で
数
十

セ
ン
チ
の
深
さ
ま
で
浸
水
し
た
場
所
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
高
梁
市
の
近
藤
市
長
は「
協
定
を
結
ぶ

こ
と
で
、
住
民
が
躊
躇
す
る
こ
と
な
く

安
全
な
場
所
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
安
心
し
て
も
ら
え
る
と
思
う
」と
話

さ
れ
、
組
合
の
小
林
代
表
理
事
は「
地
域

住
民
の
認
知
度
の
高
い
屋
上
駐
車
場
を

一
時
避
難
場
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
地
域
住
民
の
安
全
に
寄
与
し
た
い
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　  （
総
務
企
画
課
　
小
郷
）

高
梁
市
と
災
害
時
に
お
け
る
駐
車
場
の

一
時
利
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
協
議
会
は
、
去
る
9
月

15
日
、
岡
山
市
内
に
お
い
て
令
和
５
年
度
経
済
団
体

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
懇
談
会
に
は
50

名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、
岡
山
県
中
小
企
業

団
体
青
年
中
央
会
か
ら
も
事
務
局
含
め
6
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
本
懇
談
会
で
は
、
岡
山
労
働
局
の
吉
田
健
男
氏
よ

り
、「
2
0
2
4
年
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
：
自
動
車
運
転
業

務
従
事
者
の
時
間
外
労
働
上
限
規
制
」と
題
し
て
、
改

正
後
の
上
限
規
制
の
範
囲
外
で
あ
る
会
社
に
向
け
た

相
談
窓
口（
ト
ラ
ッ
ク
特
別
相
談
セ
ン
タ
ー
）と
原
因

の
洗
い
出
し
方
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
企
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
」と

題
し
て
、
昨
年
度
放
映
さ
れ
た
ド
ラ
マ「
フ
ァ
ー
ス
ト

ペ
ン
ギ
ン
」の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
坪
内
知
佳
氏
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
業
界
未
経
験
で
あ
り
な
が
ら
、
衝

突
を
恐
れ
ず
漁
師
を
ま
と
め
あ
げ
全
国
展
開
を
成
し

遂
げ
た
経
験
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
講
演
の
内
容

を
基
に
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
、
上
限
規
制
を

前
に
し
て
経
営
者
が
直

面
し
て
い
る
人
材
確
保

の
問
題
や
、
事
業
戦
略

な
ど
、
運
送
業
界
に
つ

い
て
業
界
の
垣
根
を
越

え
て
考
え
る
有
意
義
な

懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
組
織
支
援
課
　
島
田
）

協
同
組
合
ポ
ル
カ

協
同
組
合
連
合
会
岡
山
市
表
町
商
店
街
連
盟

経
済
団
体
と
の
懇
談
会
を
開
催

岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
協
議
会

左から近藤高梁市長、小林代表理事、
尾原取締役総務部長

ポルカ屋上駐車場

組合クローズアップ
組合クローズアップ

（
総
務
企
画
課
　
小
郷
）

　去
る
９
月
５
日
、サ
ン
・
ピ
ー
チO

KAYAM
A

（
岡

山
市
）に
て
、
岡
山
県
共
同
店
舗
協
議
会
第
50
回
通
常

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
会
員
組
合
関
係

者
等
７
名
が
出
席
し
、
各
議
案
と
も
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
の
終
了
後
に
は
事
業
検
討
会
と
し
て
時
間
を

設
け
、
以
前
実
施
し
て
い
た
旅
行
招
待
事
業
の
再
実
施

を
検
討
し
ま
し
た
。
事
業
に
ご
協
力
頂
く
旅
行
会
社
の

下
電
観
光
バ
ス
株
式
会
社
に
事
業
の
進
め
方
や
旅
行

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
ご
説
明
を
頂
き
、
参
加
者
か
ら
内
容

に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
事
業

は
、
今
年
の
11
月
以
降
に
実
施
予
定
で
す
の
で
、
次
月

号
以
降
に
詳
細
を
ま
た
ご
案
内
致
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
各
組
合
の
現
状
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
共
同
店
舗
組
合
の
共
通
の
課
題

や
、
現
在
力
を
入

れ
て
い
る
取
組

等
、
今
後
に
繋
が

る
有
意
義
な
意
見

交
換
が
さ
れ
ま
し

た
。
当
団
体
で

は
、
好
事
例
の
視

察
研
修
や
会
員
の

役
に
立
つ
講
習
会

等
、
今
後
よ
り
一

層
の
事
業
の
活
発

化
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
組
織
支
援
課
　
長
木
）

岡
山
県
共
同
店
舗
協
議
会

第
50
回
通
常
総
会
開
催

　
去
る
９
月
４

日
、
岡
山
県
総
合

流
通
セ
ン
タ
ー
卸

協
同
組
合
の
会
議

室
に
お
い
て
、
同

組
合
員
と
中
央
会

職
員
に
よ
る
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し

た
。
役
職
員
懇
談

会
は
、
組
合
か
ら

中
央
会
へ
の
要
請

を
受
け
る
形
で
、

定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
中
央
会
職
員
か
ら
組

合
員
企
業
向
け
の
支
援
施
策
情
報
等
を
提
供
す
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
組
合
の
理
事
12
名
及
び
事
務
局
2
名
の
14

名
が
参
加
。
中
央
会
職
員
か
ら
は
企
業
の
魅
力
発
信

に
役
立
つ「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
制
度
」

や
、「
お
か
や
ま
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」の
紹
介
、
人

材
の
登
用
や
確
保
に
活
用
で
き
る「
奨
学
金
返
還
支

援
制
度
」や
県
内
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
が
集
約

さ
れ
て
い
る
情
報
サ
イ
ト
の「
き
ら
☆
お
か
」等
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、「
も
の
づ

く
り
補
助
金
」に
つ
い
て
応
募
の
類
型
や
、
補
助
金
額

等
の
注
意
点
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

中
央
会
で
は
引
き
続
き
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
情
報

を
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

                                  （
組
織
支
援
課
　
長
木
）

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
卸
協
同
組
合

中
央
会
職
員
と
の
役
職
員
懇
談
会
を
開
催
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第
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回

ま
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表
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開
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さ
れ
ま
す
。

　
ま
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は
、
各
商
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主
や
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が
講

師
と
な
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ミ
ニ

講
座
を
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
第
19

回
目
と
な
る
今
回
の
開
催
で
は
、「
つ
く

る
・
ま
な
ぶ
・
グ
ル
メ
・
美
容
・
健
康
」の

各
ジ
ャ
ン
ル
か
ら「
自
力
整
体
で『
ゆ
る

め
る
カ
ラ
ダ
』に
！
」や「
王
道
品
種（
ワ

イ
ン
）を
飲
み
比
べ
。
お
気
に
入
り
を
見

つ
け
よ
う
！
」、「
指
で
描
く
季
節
の
パ
ス

テ
ル
ア
ー
ト
教
室
」等
々
、
全
71
種
類
の

多
彩
な
講
座
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
店
主
・
店
員
の
人
柄
や
店
の
雰
囲
気
を

感
じ
て
も
ら
い
、
お
店
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
た
め
、
受
講
料
は
無
料（
一

部
、
材
料
費
が
必
要
な
講
座
あ
り
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
気
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
企
画
も
引

き
続
き
実
施
。
ま
ち
ゼ
ミ
表
町
の
講
座

を
体
験
し
、
ス
タ
ン
プ
を
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め
た
方
を

対
象
に
、
ま
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ゼ
ミ
参
加
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提
供
の
景
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が
抽
選
で
プ
レ
ゼ
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ト
さ
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る
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定

で
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各
講
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の
内
容
等
に
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て
は
、
表
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商
店
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の
H
P
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ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
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期
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月
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土
）〜
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各
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無
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、材
料
費
が
必
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な
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あ
り
）

●
講
座
数
　　

　
全
71
講
座（
31
店
舗
）

●
そ
の
他
詳
細

　
表
町
商
店
街
H
P
に
掲
載
予
定
で
す
。

　http://om
otecho.or.jp/

　
　
　
　
　

「
第
19
回
ま
ち
ゼ
ミ
表
町
」の
ご
案
内

　
8
月
29
日
、
協
同
組
合
ポ
ル
カ
と
株

式
会
社
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
は
、
高
梁
市

と
災
害
時
に
お
け
る
駐
車
場
の
一
時
利

用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
高
梁
市
役
所
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に

は
、
高
梁
市
内
に
あ
る「
ポ
ル
カ
天
満
屋

ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン
」と「
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
高

梁
店
」の
代
表
者
な
ど
が
出
席
し
、
近
藤

高
梁
市
長
と
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
二
つ
の
施
設
は
、
併
せ
て
お
よ
そ
２

７
０
台
程
度
の
車
を
収
容
で
き
る
屋
上

駐
車
場
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
協
定
で
は
、
浸
水
な
ど
の
災
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
な
ど
に
、

市
の
要
請
を
受
け
、
施
設
側
が
屋
上
駐

車
場
を
地
域
住
民
な
ど
が
車
で
一
時
的

に
避
難
す
る
場
所
と
し
て
開
放
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　
ポ
ル
カ
天
満
屋
ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン
周
辺

で
は
、
５
年
前
の
西
日
本
豪
雨
で
数
十

セ
ン
チ
の
深
さ
ま
で
浸
水
し
た
場
所
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
高
梁
市
の
近
藤
市
長
は「
協
定
を
結
ぶ

こ
と
で
、
住
民
が
躊
躇
す
る
こ
と
な
く

安
全
な
場
所
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
安
心
し
て
も
ら
え
る
と
思
う
」と
話

さ
れ
、
組
合
の
小
林
代
表
理
事
は「
地
域

住
民
の
認
知
度
の
高
い
屋
上
駐
車
場
を

一
時
避
難
場
所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
地
域
住
民
の
安
全
に
寄
与
し
た
い
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　  （
総
務
企
画
課
　
小
郷
）

高
梁
市
と
災
害
時
に
お
け
る
駐
車
場
の

一
時
利
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　
岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
協
議
会
は
、
去
る
9
月

15
日
、
岡
山
市
内
に
お
い
て
令
和
５
年
度
経
済
団
体

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
懇
談
会
に
は
50

名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、
岡
山
県
中
小
企
業

団
体
青
年
中
央
会
か
ら
も
事
務
局
含
め
6
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
本
懇
談
会
で
は
、
岡
山
労
働
局
の
吉
田
健
男
氏
よ

り
、「
2
0
2
4
年
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
：
自
動
車
運
転
業

務
従
事
者
の
時
間
外
労
働
上
限
規
制
」と
題
し
て
、
改

正
後
の
上
限
規
制
の
範
囲
外
で
あ
る
会
社
に
向
け
た

相
談
窓
口（
ト
ラ
ッ
ク
特
別
相
談
セ
ン
タ
ー
）と
原
因

の
洗
い
出
し
方
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、「
企
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
」と

題
し
て
、
昨
年
度
放
映
さ
れ
た
ド
ラ
マ「
フ
ァ
ー
ス
ト

ペ
ン
ギ
ン
」の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
坪
内
知
佳
氏
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
業
界
未
経
験
で
あ
り
な
が
ら
、
衝

突
を
恐
れ
ず
漁
師
を
ま
と
め
あ
げ
全
国
展
開
を
成
し

遂
げ
た
経
験
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
講
演
の
内
容

を
基
に
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
、
上
限
規
制
を

前
に
し
て
経
営
者
が
直

面
し
て
い
る
人
材
確
保

の
問
題
や
、
事
業
戦
略

な
ど
、
運
送
業
界
に
つ

い
て
業
界
の
垣
根
を
越

え
て
考
え
る
有
意
義
な

懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
組
織
支
援
課
　
島
田
）

協
同
組
合
ポ
ル
カ

協
同
組
合
連
合
会
岡
山
市
表
町
商
店
街
連
盟

経
済
団
体
と
の
懇
談
会
を
開
催

岡
山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年
協
議
会

左から近藤高梁市長、小林代表理事、
尾原取締役総務部長

ポルカ屋上駐車場

組合クローズアップ
組合クローズアップ

（
総
務
企
画
課
　
小
郷
）

　去
る
９
月
５
日
、サ
ン
・
ピ
ー
チO

KAYAM
A

（
岡

山
市
）に
て
、
岡
山
県
共
同
店
舗
協
議
会
第
50
回
通
常

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
会
員
組
合
関
係

者
等
７
名
が
出
席
し
、
各
議
案
と
も
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
の
終
了
後
に
は
事
業
検
討
会
と
し
て
時
間
を

設
け
、
以
前
実
施
し
て
い
た
旅
行
招
待
事
業
の
再
実
施

を
検
討
し
ま
し
た
。
事
業
に
ご
協
力
頂
く
旅
行
会
社
の

下
電
観
光
バ
ス
株
式
会
社
に
事
業
の
進
め
方
や
旅
行

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
ご
説
明
を
頂
き
、
参
加
者
か
ら
内
容

に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
事
業

は
、
今
年
の
11
月
以
降
に
実
施
予
定
で
す
の
で
、
次
月

号
以
降
に
詳
細
を
ま
た
ご
案
内
致
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
各
組
合
の
現
状
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
共
同
店
舗
組
合
の
共
通
の
課
題

や
、
現
在
力
を
入

れ
て
い
る
取
組

等
、
今
後
に
繋
が

る
有
意
義
な
意
見

交
換
が
さ
れ
ま
し

た
。
当
団
体
で

は
、
好
事
例
の
視

察
研
修
や
会
員
の

役
に
立
つ
講
習
会

等
、
今
後
よ
り
一

層
の
事
業
の
活
発

化
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
組
織
支
援
課
　
長
木
）

岡
山
県
共
同
店
舗
協
議
会

第
50
回
通
常
総
会
開
催

　
去
る
９
月
４

日
、
岡
山
県
総
合

流
通
セ
ン
タ
ー
卸

協
同
組
合
の
会
議

室
に
お
い
て
、
同

組
合
員
と
中
央
会

職
員
に
よ
る
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し

た
。
役
職
員
懇
談

会
は
、
組
合
か
ら

中
央
会
へ
の
要
請

を
受
け
る
形
で
、

定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
中
央
会
職
員
か
ら
組

合
員
企
業
向
け
の
支
援
施
策
情
報
等
を
提
供
す
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
組
合
の
理
事
12
名
及
び
事
務
局
2
名
の
14

名
が
参
加
。
中
央
会
職
員
か
ら
は
企
業
の
魅
力
発
信

に
役
立
つ「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
制
度
」

や
、「
お
か
や
ま
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」の
紹
介
、
人

材
の
登
用
や
確
保
に
活
用
で
き
る「
奨
学
金
返
還
支

援
制
度
」や
県
内
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
が
集
約

さ
れ
て
い
る
情
報
サ
イ
ト
の「
き
ら
☆
お
か
」等
に
つ

い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、「
も
の
づ

く
り
補
助
金
」に
つ
い
て
応
募
の
類
型
や
、
補
助
金
額

等
の
注
意
点
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

中
央
会
で
は
引
き
続
き
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
情
報

を
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

                                  （
組
織
支
援
課
　
長
木
）

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
卸
協
同
組
合

中
央
会
職
員
と
の
役
職
員
懇
談
会
を
開
催
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県
外
先
進

組
合
事
例

県
外
先
進

組
合
事
例

千
葉
県
電
気
工
事
工
業
組
合

■
背
景
・
目
的

　
当
組
合
は
電
気
工
事
業
者
が
大
同
団
結

し
て
組
織
さ
れ
た
組
合
で
、
50
年
以
上
の

歴
史
を
持
ち
ま
す
。
電
気
工
事
免
状
交
付

事
業
や
講
習
事
業
展
開
す
る
一
方
で
、
電

気
工
事
に
付
き
物
で
あ
る
廃
電
線
の
リ
サ

イ
ク
ル
や
電
気
工
事
業
界
で
女
性
が
活
躍

で
き
る
場
の
創
設
に
対
す
る
問
題
意
識
を

常
に
持
ち
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

般
、
上
層
部
の
当
事
者
意
識
の
高
さ
か
ら

女
性
部
を
設
立
す
る
と
と
も
に
N
P
O
法

人
と
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
で
、
福
祉
施

設
が
抱
え
る
障
が
い
者
の
就
労
機
会
問
題

の
解
決
の
一
助
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
位

置
付
け
ま
し
た
。

■
取
組
み
の
手
法
と
内
容

　
当
組
合
の
特
徴
は
、
上
層
部
の
当
事
者

意
識
の
高
さ
と
外
部
連
携
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
視
野
の
広
さ
で
す
。
廃
電
線
の

リ
サ
イ
ク
ル
は
運
搬
や
分
別
と
い
っ
た
手

数
の
多
さ
か
ら
取
り
組
み
に
対
す
る
心
理

的
障
壁
が
働
き
や
す
か
っ
た
で
す
。
し
か

し
、
N
P
O
法
人
と
の
連
携
を
役
員
自
ら

作
り
出
す
こ
と
で
、
N
P
O
法
人
を
経
由

し
た
福
祉
施
設
と
の
分
業
体
制
を
敷
く
廃

電
線
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
を
確
立
さ
せ
ま

し
た
。
組
合
は
収
集
し
た
廃
電
線
を

N
P
O
法
人
に
提
供
し
、
運
搬
や
分
別
等

の
手
間
部
分
を
排
除
し
な
が
ら
廃
電
線
を

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
一
方
で
、
福
祉
施
設

で
は
N
P
O
法
人
か
ら
分
配
さ
れ
る
廃
電

線
の
分
別
作
業
が
障
が
い
者
の
継
続
的
な

就
労
機
会
の
確
保
に
繋
が
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
環
境
保
全
に
限
定
さ
れ
な
い
社

会
貢
献
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　
女
性
部
の
設
立
で
は
委
員
会
の
委
員
を

筆
頭
に
、一
支
部
に
あ
っ
た
女
性
グ
ル
ー
プ

を
組
織
化
さ
せ
て
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ
内
に

は
活
動
に
対
す
る
温
度
差
も
あ
り
ま
し
た

が
、女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
は
巡
り

巡
っ
て
自
身
の
労
働
環
境
改
善
に
繋
が
る

と
説
き
、
１
人
の
脱
退
者
も
出
さ
ず
に
女

性
部
を
設
立
さ
せ
ま
し
た
。
女
性
部
の
会

長
は
組
合
の
役
員
に
も
就
任
し
て
お
り
、

電
気
工
事
業
界
に
お
け
る
女
性
の
地
位
を

確
立
さ
せ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
と
い
え
ま
す
。

　
広
い
視
野
と
当
事
者
意
識
の
高
さ
が
、

性
別
や
業
種
の
垣
根
を
こ
え
た
S
D
G
s

を
実
現
さ
せ
ま
す
。
当
組
合
は
組
合
内
で

完
結
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
外
部
連

携
等
に
よ
る
副
次
的
な
効
果
を
狙
い
ま
す
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　
組
合
の
広
報
活
動
も
手
伝
い
、
廃
電
線

の
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
令
和
３
年
度
に
廃
電

線
の
収
量
5
6
9
㎏
を
記
録
し
今
年
度
は

1
ｔ
に
到
達
す
る
見
込
み
で
す
。
女
性
部

で
も
新
た
に
1
名
の
参
加
希
望
者
が
あ

り
、
女
性
部
の
存
在
が
広
く
認
識
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
電
気
自
動
車
用
充

電
設
備
整
備
に
も
着
手
す
る
考
え
が
あ
り

ま
す
の
で
、
広
い
視
野
を
持
つ
た
め
に
も

既
存
事
業
を
含
め
た
外
部
連
携
を
模
索
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
組
織
上
層
部
の
高
い
当
事
者
意
識

を
武
器
に
、自
身
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す

る
に
留
ま
ら
ず
、外
部
組
織
の
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
も
一
石
を
投
じ
、み
ん
な
が
参
加

で
き
る
社
会
の
構
築
に
貢
献
し
ま
す
。

組
合
デ
ー
タ

千
葉
県
電
気
工
事
工
業
組
合

所
在
地
：
千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
道
場
南
1
‐
9
‐
15

設
　
立
：
1
9
6
5
年
10
月

主
な
業
種
：
電
気
工
事
業

組
合
員
数
：
1
，
0
1
3
人   

Ｈ
　
Ｐ：http://w

w
w
.chidenko.jp/

先
進
組
合
事
例
抄
録

（
収
集
年
度
：
2
0
2
2
年
度
）よ
り

※

情
報
は
当
時
の
も
の

Point

組
合
と
社
会
を【
ま
る
で
電
流
】の
よ
う
に
つ
な
げ
る
S
D
Gs

組合クローズアップ
組合クローズアップ

R3年3月 千葉県電気工事工業組合 女性部設立時

分別後の廃電線（左；被覆、右：芯線）

福祉施設における障がい者の作業風景

　
　
　
　

中小企業組合検定試験合格へ向けて
　中小企業組合の運営に必要な基礎的、実務的知識について試験を行い合格した方を組合士として認定す
る「中小企業組合検定試験」が12月3日（日）に実施されます。今回は、過去に出題された問題を掲載しま
すので受験される方はご参考にしてください。（令和3年度・令和4年度の問題より抜粋、一部修正）

【運営】
次に掲げた文章について、運営上の判断として適切なものに○、適切でないものには×をつけなさい。
１．組合員の休業補償等福利厚生の充実を図るため、組合事業として損害保険代理業を始めることにした。
２．脱退した組合員が組合に対する共同購買の手数料を完済していなかったので、組合はその持分の払戻
     しを停止した。
３．組合員本人の総会への出席率を高めるために、組合員に対して書面又は代理人による議決権の行使を
     認めなかった。

【制度】
次の文章は、中小企業組合について述べたものである。設問中の【 A 】及び【 B 】に入る適切な組み合わせ
を選択肢①～④の中から選びなさい。
理事は、総会及び理事会の議事録を総会及び理事会の会日から【　A　】年間主たる事務所に、その写しを
【　B　】年間従たる事務所に備えて置かなければならない。

　　① 　Ａ　10　　Ｂ　5
　　② 　Ａ　10　　Ｂ　8
　　③ 　Ａ　 8　　 Ｂ　5
　　④ 　Ａ　 5　　 Ｂ　2

【会計】
次の文章にある（イ）～（ハ）について語群の中から最も適切な語句を選びなさい。
１．決算関係書類とは、（イ）、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案又は損失処理案をいう。貸借対照表
は、一定の時点における組合の（ロ）を明らかにするものであって、資産、
負債、純資産が含まれる。損益計算書は、一定期間の組合の（ハ）を表示す
るものであって、収益と費用が含まれる。

　 語群
　　A.会計帳簿　B.外部監査　C.業務監査　D.共同管理　E.経営管理　
　　F.経営成績　G.継続事業　H.財産目録　I.財政状態　 J.財産変動状態
　　K.事業状況

【解答】　運営　１ ○　２ ○　３ ×　
　　　　制度　①
　　　　会計　イ  H　 ロ  Ｉ　 ハ  F
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■
背
景
・
目
的

　
当
組
合
は
電
気
工
事
業
者
が
大
同
団
結

し
て
組
織
さ
れ
た
組
合
で
、
50
年
以
上
の

歴
史
を
持
ち
ま
す
。
電
気
工
事
免
状
交
付

事
業
や
講
習
事
業
展
開
す
る
一
方
で
、
電

気
工
事
に
付
き
物
で
あ
る
廃
電
線
の
リ
サ

イ
ク
ル
や
電
気
工
事
業
界
で
女
性
が
活
躍

で
き
る
場
の
創
設
に
対
す
る
問
題
意
識
を

常
に
持
ち
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

般
、
上
層
部
の
当
事
者
意
識
の
高
さ
か
ら

女
性
部
を
設
立
す
る
と
と
も
に
N
P
O
法

人
と
協
力
体
制
を
築
く
こ
と
で
、
福
祉
施

設
が
抱
え
る
障
が
い
者
の
就
労
機
会
問
題

の
解
決
の
一
助
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
位

置
付
け
ま
し
た
。

■
取
組
み
の
手
法
と
内
容

　
当
組
合
の
特
徴
は
、
上
層
部
の
当
事
者

意
識
の
高
さ
と
外
部
連
携
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
視
野
の
広
さ
で
す
。
廃
電
線
の

リ
サ
イ
ク
ル
は
運
搬
や
分
別
と
い
っ
た
手

数
の
多
さ
か
ら
取
り
組
み
に
対
す
る
心
理

的
障
壁
が
働
き
や
す
か
っ
た
で
す
。
し
か

し
、
N
P
O
法
人
と
の
連
携
を
役
員
自
ら

作
り
出
す
こ
と
で
、
N
P
O
法
人
を
経
由

し
た
福
祉
施
設
と
の
分
業
体
制
を
敷
く
廃

電
線
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
を
確
立
さ
せ
ま

し
た
。
組
合
は
収
集
し
た
廃
電
線
を

N
P
O
法
人
に
提
供
し
、
運
搬
や
分
別
等

の
手
間
部
分
を
排
除
し
な
が
ら
廃
電
線
を

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
一
方
で
、
福
祉
施
設

で
は
N
P
O
法
人
か
ら
分
配
さ
れ
る
廃
電

線
の
分
別
作
業
が
障
が
い
者
の
継
続
的
な

就
労
機
会
の
確
保
に
繋
が
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
環
境
保
全
に
限
定
さ
れ
な
い
社

会
貢
献
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　
女
性
部
の
設
立
で
は
委
員
会
の
委
員
を

筆
頭
に
、一
支
部
に
あ
っ
た
女
性
グ
ル
ー
プ

を
組
織
化
さ
せ
て
い
ま
す
。グ
ル
ー
プ
内
に

は
活
動
に
対
す
る
温
度
差
も
あ
り
ま
し
た

が
、女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
は
巡
り

巡
っ
て
自
身
の
労
働
環
境
改
善
に
繋
が
る

と
説
き
、
１
人
の
脱
退
者
も
出
さ
ず
に
女

性
部
を
設
立
さ
せ
ま
し
た
。
女
性
部
の
会

長
は
組
合
の
役
員
に
も
就
任
し
て
お
り
、

電
気
工
事
業
界
に
お
け
る
女
性
の
地
位
を

確
立
さ
せ
た
パ
イ
オ
ニ
ア
と
い
え
ま
す
。

　
広
い
視
野
と
当
事
者
意
識
の
高
さ
が
、

性
別
や
業
種
の
垣
根
を
こ
え
た
S
D
G
s

を
実
現
さ
せ
ま
す
。
当
組
合
は
組
合
内
で

完
結
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
外
部
連

携
等
に
よ
る
副
次
的
な
効
果
を
狙
い
ま
す
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　
組
合
の
広
報
活
動
も
手
伝
い
、
廃
電
線

の
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
令
和
３
年
度
に
廃
電

線
の
収
量
5
6
9
㎏
を
記
録
し
今
年
度
は

1
ｔ
に
到
達
す
る
見
込
み
で
す
。
女
性
部

で
も
新
た
に
1
名
の
参
加
希
望
者
が
あ

り
、
女
性
部
の
存
在
が
広
く
認
識
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
電
気
自
動
車
用
充

電
設
備
整
備
に
も
着
手
す
る
考
え
が
あ
り

ま
す
の
で
、
広
い
視
野
を
持
つ
た
め
に
も

既
存
事
業
を
含
め
た
外
部
連
携
を
模
索
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
組
織
上
層
部
の
高
い
当
事
者
意
識

を
武
器
に
、自
身
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す

る
に
留
ま
ら
ず
、外
部
組
織
の
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
も
一
石
を
投
じ
、み
ん
な
が
参
加

で
き
る
社
会
の
構
築
に
貢
献
し
ま
す
。

組
合
デ
ー
タ

千
葉
県
電
気
工
事
工
業
組
合

所
在
地
：
千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
道
場
南
1
‐
9
‐
15

設
　
立
：
1
9
6
5
年
10
月

主
な
業
種
：
電
気
工
事
業

組
合
員
数
：
1
，
0
1
3
人   

Ｈ
　
Ｐ：http://w

w
w
.chidenko.jp/

先
進
組
合
事
例
抄
録

（
収
集
年
度
：
2
0
2
2
年
度
）よ
り

※

情
報
は
当
時
の
も
の

Point

組
合
と
社
会
を【
ま
る
で
電
流
】の
よ
う
に
つ
な
げ
る
S
D
Gs

組合クローズアップ
組合クローズアップ

R3年3月 千葉県電気工事工業組合 女性部設立時

分別後の廃電線（左；被覆、右：芯線）

福祉施設における障がい者の作業風景

　
　
　
　

中小企業組合検定試験合格へ向けて
　中小企業組合の運営に必要な基礎的、実務的知識について試験を行い合格した方を組合士として認定す
る「中小企業組合検定試験」が12月3日（日）に実施されます。今回は、過去に出題された問題を掲載しま
すので受験される方はご参考にしてください。（令和3年度・令和4年度の問題より抜粋、一部修正）

【運営】
次に掲げた文章について、運営上の判断として適切なものに○、適切でないものには×をつけなさい。
１．組合員の休業補償等福利厚生の充実を図るため、組合事業として損害保険代理業を始めることにした。
２．脱退した組合員が組合に対する共同購買の手数料を完済していなかったので、組合はその持分の払戻
     しを停止した。
３．組合員本人の総会への出席率を高めるために、組合員に対して書面又は代理人による議決権の行使を
     認めなかった。

【制度】
次の文章は、中小企業組合について述べたものである。設問中の【 A 】及び【 B 】に入る適切な組み合わせ
を選択肢①～④の中から選びなさい。
理事は、総会及び理事会の議事録を総会及び理事会の会日から【　A　】年間主たる事務所に、その写しを
【　B　】年間従たる事務所に備えて置かなければならない。

　　① 　Ａ　10　　Ｂ　5
　　② 　Ａ　10　　Ｂ　8
　　③ 　Ａ　 8　　 Ｂ　5
　　④ 　Ａ　 5　　 Ｂ　2

【会計】
次の文章にある（イ）～（ハ）について語群の中から最も適切な語句を選びなさい。
１．決算関係書類とは、（イ）、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案又は損失処理案をいう。貸借対照表
は、一定の時点における組合の（ロ）を明らかにするものであって、資産、
負債、純資産が含まれる。損益計算書は、一定期間の組合の（ハ）を表示す
るものであって、収益と費用が含まれる。

　 語群
　　A.会計帳簿　B.外部監査　C.業務監査　D.共同管理　E.経営管理　
　　F.経営成績　G.継続事業　H.財産目録　I.財政状態　 J.財産変動状態
　　K.事業状況

【解答】　運営　１ ○　２ ○　３ ×　
　　　　制度　①
　　　　会計　イ  H　 ロ  Ｉ　 ハ  F

　



●台風による、計画運休などあったがコロナ前と変わらない動きになった。一般小売りは猛暑のため動きは鈍い。猛暑によ

る稲の生育、作況が気になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《米菓》

●８月に入りうだる様な残暑の中、各社とも熱中症対策を取りながら高操業が続く。ただ、多くの人流を期待したお盆休み

だが、台風の接近の為それ程ではなかった。依然、続く原材料高は、ピークを迎えた感はあるが、これも希望的観測にす

ぎない。さらに、慎重さと早め早めの対応が必要な経営環境にあり、社員とその家族を守る経営に撤したい。　　 《醤油》

●輸出面では欧州はやや不調、米国向けは堅調、国内の厳しい状況は変わらず、重油・電気代の高騰で収益的に厳しくなっ

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《織物業・井原》

●一部販売価格の上昇がみられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《衣類》

●取引業者より再値上げの要請がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《出版・印刷》

●取引先の生産も回復傾向がはっきりしてきたが、個社の問題、サプライチェーンの問題などが依然発生し、その影響は少

なからずある。原材料費、労務費の上昇、高止まりは続いており、製品単価への転嫁は浸透しつつあるものの、未だ十分

とは言えない。組合員もそれぞれに収益状況は好転していない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ゴム》

　

●取引先の子会社化の動きがあり、今後の動向が不透明である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《鋳物》

●建築物価高騰のため中小企業の設備投資が減少している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《機械装置・東岡山》

●前年に比べ、操業度は上昇しているものの、エネルギー価格や原材料費の高騰で収益にはつながっていない。今後、最低

賃金の引き上げが影響しさらなる収益の悪化につながりかねない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　《鉄工・岡山》

●原材料等の値上がりの影響が徐々に大きくなりはじめている。仕事（受注予定）は多くあるものの、受注までのスパンが

延びつつある状況。業況にすぐに影響を及ぼすほどではないが、早めに対策をとりたいところ。　　　  《工作機械・総社》

●生産計画より受注減。人材は増員できたので社内教育と定着が課題。　　　　　　　　　　　　　　　 《工作機械・井笠》

●猛暑の影響は相当あったように思われる。物価高も影響しており全般に良くない。　　　　　　　　　　　　　　　《畳》
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食料品

印刷

化学・ゴム

鉄鋼・金属

一般機器

繊維工業

その他

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・津山

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鉄鋼

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
家具

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 5.2　    　      
（− 6.9）

0.0　    　      
（4.8）

39.7　    　      
（29.3）

−12.1　    　      
（− 6.9）

− 31.0　    　      
（− 31.0）

− 8.6　    　      
（−19.0）

3.4　    　      
（6.9）

1.7　    　      
（0.0）

− 24.1　    　      
（− 20.7）

製 造 業 3.4　    　      
（− 6.9）

10.3　    　      
（17.2）

51.7　    　      
（44.8）

−10.3　    　      
（0.0）

− 37.9　    　      
（− 37.9）

−13.8　    　      
（−17.2）

3.4　    　      
（6.9）

6.9　    　      
（0.0）

− 20.7　    　      
（−13.8）

非製造業 6.9　    　      
（− 6.9）

− 23.1　    　      
（− 23.1）

27.6　    　      
（13.8）

−13.8　    　      
（−13.8）

− 24.1　    　      
（− 24.1）

− 3.4　    　      
（− 20.7）

− 3.4　    　      
（0.0）

− 27.6　    　      
（− 27.6）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

8 月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 3         38       17　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付



●台風による、計画運休などあったがコロナ前と変わらない動きになった。一般小売りは猛暑のため動きは鈍い。猛暑によ

る稲の生育、作況が気になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《米菓》

●８月に入りうだる様な残暑の中、各社とも熱中症対策を取りながら高操業が続く。ただ、多くの人流を期待したお盆休み

だが、台風の接近の為それ程ではなかった。依然、続く原材料高は、ピークを迎えた感はあるが、これも希望的観測にす

ぎない。さらに、慎重さと早め早めの対応が必要な経営環境にあり、社員とその家族を守る経営に撤したい。　　 《醤油》

●輸出面では欧州はやや不調、米国向けは堅調、国内の厳しい状況は変わらず、重油・電気代の高騰で収益的に厳しくなっ

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《織物業・井原》

●一部販売価格の上昇がみられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《衣類》

●取引業者より再値上げの要請がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《出版・印刷》

●取引先の生産も回復傾向がはっきりしてきたが、個社の問題、サプライチェーンの問題などが依然発生し、その影響は少

なからずある。原材料費、労務費の上昇、高止まりは続いており、製品単価への転嫁は浸透しつつあるものの、未だ十分

とは言えない。組合員もそれぞれに収益状況は好転していない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ゴム》

　

●取引先の子会社化の動きがあり、今後の動向が不透明である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《鋳物》

●建築物価高騰のため中小企業の設備投資が減少している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《機械装置・東岡山》

●前年に比べ、操業度は上昇しているものの、エネルギー価格や原材料費の高騰で収益にはつながっていない。今後、最低

賃金の引き上げが影響しさらなる収益の悪化につながりかねない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　《鉄工・岡山》

●原材料等の値上がりの影響が徐々に大きくなりはじめている。仕事（受注予定）は多くあるものの、受注までのスパンが

延びつつある状況。業況にすぐに影響を及ぼすほどではないが、早めに対策をとりたいところ。　　　  《工作機械・総社》

●生産計画より受注減。人材は増員できたので社内教育と定着が課題。　　　　　　　　　　　　　　　 《工作機械・井笠》

●猛暑の影響は相当あったように思われる。物価高も影響しており全般に良くない。　　　　　　　　　　　　　　　《畳》
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●借入金の返済が始まり若干ではあるが、収支に圧迫感が出てきた。その他、前月前までと良くも悪くも大きな変化は感じ
られず。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《水産物》

●８月も販売は悪い。天気の割には修理等で利益をなんとか確保している。売上高は９月・10月次第と見ている。《自動二輪》
●令和５年３月度からの底打ち感が終わらない状況が続き、各加盟店の来店客数減少が続いている。しかしながら、７月に
実施した伝統工芸展が、昨年比100％以上を達成し売上増加に繋がった。消費者動向は依然としてレジャー・飲食関連へ
の消費が増加しているが、家具業界への来店客数の減少傾向については、如何ともしがたい状況が続いている。　　《家具》

●猛暑、台風等の異常気象にも係わらずお盆中は家族連れを中心に人出が戻った。しかしながら、諸経費の値上げがじわじ
わと響き収支的にはまだまだ厳しい状況が続くと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《商店街・岡山》
●８月５～６日『津山納涼ごんごまつり』が開催され、二日間で過去最高の13万人の人出があった。コロナの終息にはいたっ
てないが、日常が戻りつつあると実感している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・津山》
●暑すぎて人通りは観光客のみ。買い物客はまばら。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・倉敷》

●５月に入り、県民・市民のマインドが上昇傾向となり、前年度並に件数・金額とも回復しつつあったが、翌６月は、再度落
ち込んでいる。従って、まだ回復基調に戻っているとは言い難い。その要因として活動量の低下による外傷の減少と推測。
また、物価高騰の影響も大きく、収益減少から本部会員の退会が続いている。　　　　　　　　　　　《医療・柔道整復師》
●８月は宿泊業の繁忙期であるが、雇用人員の減少によりキャパシティ限界までの予約をとれなかった宿が散見される。ま
た、取引先の急激な値上げ等を宿泊料金に上乗せできず利益だけが減少している印象がある。今後、宿泊料金の値上げを
地域全体で検討しないといけない段階に来ていると感じられる。一部旅館については、雇用も充実し、売上も伸びている
ところもあるが、限定的である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《旅館・ホテル》
●建設業組合員については、日本人の新規雇用が依然厳しく、外国人技能実習生から「特定技能」資格へ順次移行、継続雇用
している。国外渡航希望者が増加しているミャンマーへシフトし、面接を開始している。また、同じくミャンマーにて「特
定技能」資格者として受け入れる体制づくりを目指し、送り出し機関と連携強化中。機械加工組合員の技能実習生・特定技
能については、面接実施後順次入国、インドからの実習生受け入れが拡大中、９月に求人企業との訪問を予定している。
サービス業組合員については、売上は好転しているが、雇用難が続いている状況。介護サービス組合員は人材確保すべく、
送り出し機関での求人拡大を目指し動いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   《異業種》

●鉄・非鉄スクラップについては、為替の影響もあり輸出価格が上昇。つられて国内価格も上昇している。発生は低調。古紙
は、メーカー減産継続。古紙としての発生も低調なまま。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《リサイクル》

●少しずつだが好転しているように思える。しかし、インボイスの導入、仕入の高騰など問題が山積み。　　　　《防水工事》

●観光バスの集客人員は前年同月比100％となった。前年も同時期は観光需要が戻っており前年比は同水準ではあるが、コ
ロナ禍以前に比べても良化を維持している。高速バスは前年同月比109％とコロナ禍以前には届かないが対前年比ではプ
ラス基調を継続している。今後はコロナ禍以前の水準への回復に向けた需要喚起が課題。　　　　　　　　　　　 《バス》
●中小運送事業者は、燃料費をはじめ各種費用の増加分を運賃に転嫁できず経営状況は非常に厳しいものとなっている。こ
のため、ドライバー確保のための賃上げも困難になっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《トラック》
●盆休用の特需及び猛暑による夏物商材の特需で、一時的な荷動きは発生したものの、全般的に荷動きの低迷が続いている。
特に出庫水準の低迷により、庫腹がタイトな状況が続いている。取り巻く諸事情を鑑みると、しばらく不安定な状況が続
く見通し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《倉庫業》

●原油高騰が続き、収益状況において悪化傾向が続いている。資金繰り支援を強化した上で、ビジネスマッチング等を含む、
本業支援を強化していく方針である。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《信用組合》

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/
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サービス業

●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を
　活用すれば休暇の分散化にもつながります。

10月は「年次有給休暇
取得促進期間」です。

　　　　　　　　 を
上手に活用し
働き方・休み方を
見直しましょう

年次有給休暇　　　　　　　　 を
上手に活用し
働き方・休み方を
見直しましょう
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●借入金の返済が始まり若干ではあるが、収支に圧迫感が出てきた。その他、前月前までと良くも悪くも大きな変化は感じ
られず。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《水産物》

●８月も販売は悪い。天気の割には修理等で利益をなんとか確保している。売上高は９月・10月次第と見ている。《自動二輪》
●令和５年３月度からの底打ち感が終わらない状況が続き、各加盟店の来店客数減少が続いている。しかしながら、７月に
実施した伝統工芸展が、昨年比100％以上を達成し売上増加に繋がった。消費者動向は依然としてレジャー・飲食関連へ
の消費が増加しているが、家具業界への来店客数の減少傾向については、如何ともしがたい状況が続いている。　　《家具》

●猛暑、台風等の異常気象にも係わらずお盆中は家族連れを中心に人出が戻った。しかしながら、諸経費の値上げがじわじ
わと響き収支的にはまだまだ厳しい状況が続くと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《商店街・岡山》
●８月５～６日『津山納涼ごんごまつり』が開催され、二日間で過去最高の13万人の人出があった。コロナの終息にはいたっ
てないが、日常が戻りつつあると実感している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・津山》
●暑すぎて人通りは観光客のみ。買い物客はまばら。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・倉敷》

●５月に入り、県民・市民のマインドが上昇傾向となり、前年度並に件数・金額とも回復しつつあったが、翌６月は、再度落
ち込んでいる。従って、まだ回復基調に戻っているとは言い難い。その要因として活動量の低下による外傷の減少と推測。
また、物価高騰の影響も大きく、収益減少から本部会員の退会が続いている。　　　　　　　　　　　《医療・柔道整復師》
●８月は宿泊業の繁忙期であるが、雇用人員の減少によりキャパシティ限界までの予約をとれなかった宿が散見される。ま
た、取引先の急激な値上げ等を宿泊料金に上乗せできず利益だけが減少している印象がある。今後、宿泊料金の値上げを
地域全体で検討しないといけない段階に来ていると感じられる。一部旅館については、雇用も充実し、売上も伸びている
ところもあるが、限定的である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《旅館・ホテル》
●建設業組合員については、日本人の新規雇用が依然厳しく、外国人技能実習生から「特定技能」資格へ順次移行、継続雇用
している。国外渡航希望者が増加しているミャンマーへシフトし、面接を開始している。また、同じくミャンマーにて「特
定技能」資格者として受け入れる体制づくりを目指し、送り出し機関と連携強化中。機械加工組合員の技能実習生・特定技
能については、面接実施後順次入国、インドからの実習生受け入れが拡大中、９月に求人企業との訪問を予定している。
サービス業組合員については、売上は好転しているが、雇用難が続いている状況。介護サービス組合員は人材確保すべく、
送り出し機関での求人拡大を目指し動いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   《異業種》

●鉄・非鉄スクラップについては、為替の影響もあり輸出価格が上昇。つられて国内価格も上昇している。発生は低調。古紙
は、メーカー減産継続。古紙としての発生も低調なまま。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《リサイクル》

●少しずつだが好転しているように思える。しかし、インボイスの導入、仕入の高騰など問題が山積み。　　　　《防水工事》

●観光バスの集客人員は前年同月比100％となった。前年も同時期は観光需要が戻っており前年比は同水準ではあるが、コ
ロナ禍以前に比べても良化を維持している。高速バスは前年同月比109％とコロナ禍以前には届かないが対前年比ではプ
ラス基調を継続している。今後はコロナ禍以前の水準への回復に向けた需要喚起が課題。　　　　　　　　　　　 《バス》
●中小運送事業者は、燃料費をはじめ各種費用の増加分を運賃に転嫁できず経営状況は非常に厳しいものとなっている。こ
のため、ドライバー確保のための賃上げも困難になっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《トラック》
●盆休用の特需及び猛暑による夏物商材の特需で、一時的な荷動きは発生したものの、全般的に荷動きの低迷が続いている。
特に出庫水準の低迷により、庫腹がタイトな状況が続いている。取り巻く諸事情を鑑みると、しばらく不安定な状況が続
く見通し。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《倉庫業》

●原油高騰が続き、収益状況において悪化傾向が続いている。資金繰り支援を強化した上で、ビジネスマッチング等を含む、
本業支援を強化していく方針である。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《信用組合》

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/
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創

立
時
か
ら
今
年
3
月
ま
で
市
村
主
任
と
二
人
三
脚
で
担
当

し
、
今
は
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
準
備
を
陰
な
が
ら
応
援
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。「
小
さ
く
産
ん
で
大
き
く
育
て

る
」と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、
10
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た

〝
も
の
女
〞は
21
名
の
全
国
屈
指
の
も
の
づ
く
り
製
造
業
の

女
性
経
営
者
の
集
ま
り
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。
今
は
全
国

か
ら
お
越
し
に
な
る
女
性
経
営
者
を
お
迎
え
す
べ
く
準
備

に
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
き
活
き
と
集
ま
っ
て
、
ホ
ン
ネ

で
語
り
合
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
姿
に
、
か
け
が
え
の
な
い

価
値
が〝
も
の
女
〞に
は
あ
る
の
だ
と
嬉
し
く
感
じ
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

　〝も
の
女
〞の
ロ
ゴ
マ
ー
ク「
桃
の
花
」に
は「
天
下
無
敵
」

と
の
花
言
葉
が
あ
り
、

も
の
づ
く
り
で
の
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の〝
も

の
女
〞パ
ワ
ー
を
全
国
の

皆
さ
ま
に
是
非
体
感
い

た
だ
け
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

非製造業
2023年8月分のコメント

卸売業

小売業

商店街

運輸業

建設業

その他

サービス業

●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を
　活用すれば休暇の分散化にもつながります。

10月は「年次有給休暇
取得促進期間」です。

　　　　　　　　 を
上手に活用し
働き方・休み方を
見直しましょう

年次有給休暇　　　　　　　　 を
上手に活用し
働き方・休み方を
見直しましょう
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岡山県ものづくり女性中央会
創立5周年を迎えて


